
 

 

 

 

 

 

 

 

 

TRANSITION  TO  HEALTH (０１６)  

ワクチンについて学ぼう ① 
ワクチン先進国・アメリカに学ぶ 

～ ８６名の医師・学者らが署名した「ワクチンのすべて」 その１ ～ 

はじめに  

International Medical Council on Vaccination

（ワクチンに関する国際医学協議会） が制作したレポ

ート”Vaccines : Get the Full Story”を、Natural 

News で Mike Adams 氏がスクープ記事として、

2011 年 2 月 1 日に取り上げていた。日本語バージ

ョンは無かったが、英語で PDF 版６ページをダウン

ロードして読んでみた。（右下図） 

このレポートに自らのドクター生命を賭けて、勇気をもって

署名した８６名の中には、これまで「健康通信しずおか」で紹

介してきた Mayer Eisenstein 先生（顔写真・左）も Russell 

Blaylock 先生（顔写真・中）も、そして Sherri Tenpenny  

先生（顔写真・右）も入っていた。 

このレポートを為清勝彦氏が渡辺亜矢氏と共に翻訳し、

日本語版「ワクチンのすべて」としてリリースしたので紹

介する。文中の太字、赤字は丸山が強調したものである。 

 

「ワクチンのすべて」より（その１） 

 

★どうして医者はいろんな病気の原因を発見できないのだろうかと不思議に思ったことはあり

ませんか？     

それは医者が、病気とワクチンの関係を知ることがないように「条件付け」されているからです。以下は、ワク

チンと関係があることが立証されている病気です。 ・アレルギーとアトピー性皮膚炎 ・関節炎 ・ぜんそく 
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・自閉症 ・乳幼児にプロトンポンプ阻害薬（さまざまな副作用あり）の投与が必要となる胃酸の逆流 ・ガン 

・糖尿病（乳幼児、児童） ・腎臓の病気 ・流産 ・さまざまな神経疾患と自己免疫疾患 ・乳幼児突然死症候

群(SIDS) ・他にも、まだまだあります。 

 

★以下は、ワクチンの副作用として知られているもので、医学で立証済であり、一部は医薬品の 

添付文書に記載されています。  

・関節炎、出血性障害、血液凝固、心臓発作、敗血症 ・耳感染 ・失神（骨折を伴うものあり） ・透析療法

を必要とする腎機能障害 ・発作 ・てんかん ・じんましん、アナフィラキシー（過敏症）など重症のアレルギ

ー反応 ・突然死 ・入院を要すると診断される多くの症状  ・米国ワクチン被害補償制度(NVICP)は、ワクチ

ンの被害を受けた子供・成人の損害に 12 億ドル以上を給付しました。 

 

★自閉症はワクチンと関係がある 

・B 型肝炎ワクチンと HiB（髄膜炎）ワクチンが導入され、大規模なワクチン接種計画が加速した 1991 年 

までは、自閉症は稀でした。 子供にこうしたワクチンを接種した直後に自閉症が現れたことを証言できる親が何 

万人もいます。 （ ～ 中略 ～ ） 

 

★製薬会社、保険会社、医療体制は、あなたの病気で豊かになる 

・ワクチンは生涯にわたって免疫を付与するわけではないため、追加接種が推奨されています。 ・追加接種を 

するたびに、副作用のリスクが高くなります。 ・ワクチンの副作用により、あなたは残りの人生を病気で過ごす 

ことになりかねません。都合の良いことに、ワクチンの副作用を治療する薬が多く存在します。 ・米国では、ワ 

クチンで何か悪いことが起きても、製薬会社や医者を訴えることはできません。いずれも「1986 年・児童ワクチ 

ン被害法」で保護されています。当時のロナルド・レーガン大統領が署名・発効したこの法律では、「ワクチンの 

メーカーは、ワクチンに関連する傷害や死亡から発生した損害の補償を求める民事訴訟において、法的な責任を負 

うことはない」（一般法律 99-660）と定められています。 

 

★医者など医療従事者の多くはワクチンを接種しておらず、自分の子供にもワクチンを接種してい

ませんが、それは何故でしょうか？ 

 ・ワクチンの安全性や効果が証明されていないことを知っているからです。   ・ワクチンには、危険な物質

が含まれていることを知っているからです。    ・ワクチンが健康上の深刻な問題をひきおこすことを知って

いるからです。    ・ワクチンで深刻な副作用を受けた患者を治療した経験があるからです。 

 

★健康で利益を得るのは、あなた自身とあなたの大切な人たちだけ 

・製薬会社は、医学部、医学情報誌、病院、診療所、地元の薬局など、医療体制全般に浸透し、支配力を確保し 

ています。こうして医者は、ワクチンについていかなる疑念も抱くことなく盲信することで生計をたてています。 

医者は、ワクチンの被害の明確な実例を目の当たりにしていながら、その原因がワクチンだと考えようとしないの 

が通常です。金権腐敗していない科学・医学では、ワクチン拒否を支持していますが、それは地位も仕事も失う自 

殺行為であると思われています。この文書に署名した人々は、あなたと子供の安全のために、勇敢にもそのリスク 

を冒しているのです。  ・病院は、入院と検査で金銭的な利益を得ています。 ・製薬会社は、ワクチンで何十 

億ドル（何千億円）も儲けています。 ・製薬会社は、ワクチンにより発生した副作用と生涯残る病気の治療薬で、 

何百億ドル（何兆円）も儲けています。 ・ワクチンは、医療体制の大黒柱です。ワクチンがなければ、社会全体 

が健康になり、医療コストは下がるでしょう。私たちは、水疱瘡の代わりに自閉症を、インフルエンザの代わりに 

ぜんそくを、耳感染の代わりに糖尿病を手に入れました。まだまだ他にもたくさんあります。比較的良性のそれほ 

ど種類も多くない病原菌を撲滅しようと夢中になった末に、私たちは、一過性の病気の代わりに、生涯続く病気・ 

機能障害を手に入れてしまいました。 

                            健康通信しずおか No.17 につづく  （理事長・医師  丸山正明） 


